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今日こそ神がつくられた日

喜び歌えこの日を共に

◇イースターメッセージ◇

　　　　　　　主 教　大 畑 喜 道

　
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
ご
復
活
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
先
週
の
合
同
堅
信
式
で
は
30
人
余
り
の

方
が
受
按
さ
れ
ま
し
た
。
大
勢
の
受
按
者
、
こ
れ
は

神
が
私
た
ち
に
見
せ
て
下
さ
っ
て
い
る
救
い
の
現
実

そ
の
も
の
の
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
大

袈
裟
な
表
現
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
次

か
ら
次
へ
と
「
復
活
の
主
を
信
じ
ま

す
。
三
位
一
体
の
神
を
信
じ
ま
す
。
神

の
愛
を
信
じ
、
悪
に
抵
抗
し
て
戦
い
ま

す
」
と
い
う
宣
言
を
聞
い
て
、
体
が
震

え
て
き
ま
し
た
。
神
の
望
み
が
現
実
に

な
っ
て
い
る
と
い
う
喜
び
に
満
た
さ
れ

ま
し
た
。

　
今
回
の
震
災
に
よ
っ
て
次
々
と
流

れ
て
く
る
ニ
ュ
ー
ス
は
神
の
無
力
さ

を
、
悪
魔
の
勝
利
を
宣
言
し
て
い
る

か
の
よ
う
に
も
見
え
ま
す
。
「
神
は
な
ん
て
ひ
ど

い
こ
と
な
さ
る
の
か
」
皆
さ
ん
の
中
に
も
そ
の
様

に
思
わ
れ
た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
信

仰
を
揺
る
が
す
よ
う
な
闇
と
か
恐
れ
と
か
、
さ
ま

ざ
ま
な
辛
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
も
事
実
で

す
が
、
そ
ん
な
人
生
の
現
実
の
中
で
、
神
が
確
か

に
私
た
ち
を
愛
し
て
、
希
望
の
計
画
を
着
々
と
実

現
し
つ
つ
あ
る
こ
と
の
表
れ
が
こ
の
多
く
の
方
々

の
信
仰
宣
言
に
如
実
に
現
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

　
今
日
は
共
に
打
ち
そ
ろ
っ
て
喜
び
の
日

を
祝
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
感
謝
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
「
神
の
右
の
手
は
高
く

上
が
り
、
そ
の
右
の
手
は
力
を
示
す
」
。

「
私
は
死
な
ず
、
私
は
生
き
る
。
神
の
わ

ざ
は
勝
利
し
て
い
る
」
。
み
ん
な
で
こ
の

こ
と
を
宣
言
し
ま
し
ょ
う
。
復
活
の
主
は

死
の
世
界
を
打
ち
破
り
、
生
き
る
も
の
と

な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
私
た
ち
も
そ
の
恵

み
に
与
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
信
じ
る

な
ら
、
ど
ん
な
悩
み
、
恐
れ
、
対
立
、
す
べ
て
の

孤
独
も
、
死
の
恐
怖
さ
え
あ
り
ま
せ
ん
。
す
べ
て

を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
教
区
主
教
）
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２４（日）復活日
主教巡回　聖アンデレ教会

２５（月）ハラスメント防止委員会
礼拝音楽委員会
フェスティバル実行委員会

２６（火）銀座朝祷会
常置委員会

２７（水）分担金…特別委員会
２９（金・休） 多摩Ｇ牧師協議会
３０（土）会計担当者連絡会
５月
　１（日）復活節第２主日

主教巡回　清瀬聖母教会

今週・来週 の 予定

４月２４日～５月７日

◇
堅
信
受
領

４
月
17
日
　
主
教
座
聖
堂

▽
小
山
大
輔
▽
上
田
彦
▽
上
田
あ
ゆ

み
（
諸
聖
徒
）
▽
伏
見
優
穂
▽
白
石

悠
紀
子
（
神
田
）
▽
山
崎
恵
実
▽
大

坂
恵
子
▽
加
納
久
美
▽
田
中
友
子

（
聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
）
▽
樋
田
貫
次

（
聖
愛
）
▽
折
居
茉
里
耶
▽
折
居
圭

耶
（
聖
十
字
）
▽
高
田
蛍
（
聖
バ
ル

ナ
バ
）
▽
小
池
剛
▽
小
池
律
子
▽
辻

里
江
〔
聖
パ
ウ
ロ
）
▽
青
野
悦
人
▽

伊
東
洋
子
▽
杉
本
敬
子
▽
多
方
由
美

子
▽
藤
曲
寛
子
（
三
光
）
▽
大
井
学

（
聖
ア
ン
デ
レ
）
▽
菅
原
裕
里
▽
中
村

亮
吾
▽
西
田
博
子
▽
山
本
雅
美
（
聖
パ

ト
リ
ッ
ク
）
▽
安
部
剛
（
神
愛
）

　
▽
夕
の
黙
想
会
　
27
日
（
水
）
19

時
、
目
白
聖
公
会
。
指
導
＝
雨
宮
慧

カ
ト
リ
ッ
ク
東
京
大
司
教
区
司
祭
。

照
会
＝n

e
k
o
3
j
a
@
g
m
a
i
l
.
c
o
m

【
Ｇ
Ｗ
中
の
イ
ベ
ン
ト
】
①

　
▽ 

山
手
Ｇ
＝
グ
リ
ー
ン
デ
イ
・
ピ

ク
ニ
ッ
ク
　
29
日
10
時
～
15
時(

雨

天
中
止)

、
聖
公
会
神
学
院
中
庭
。

会
費
５
百
円
（
小
中
学
生
３
百

円
）
。
合
同
で
豚
汁
を
作
る
。
主

食
・
水
筒
・
お
わ
ん
等
持
参
。
幹
事

＝
聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
℡
03
（
３
３
３

４
）
２
８
１
２
。

　
▽ 

多
摩
Ｇ
＝
ピ
ク
ニ
ッ
ク
〈
下
町
の

教
会
の
働
き
に
向
き
合
う
〉
　
29
日
11

時
～
14
時
月
島
聖
公
会
、
15
時
～
16
時

浅
草
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会
。
弁
当
・
飲
物
・

敷
物
等
持
参
。
幹
事
＝
小
金
井
℡
０
４

２
（
３
８
１
）
３
２
５
６
。

　
▽ 

環
状
Ｇ
＝
合
同
礼
拝
〈
今
、
ひ
と

り
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
～
東
日
本
大

震
災
被
災
地
・
被
災
者
の
た
め
の
祈

り
〉
　
５
月
１
日
14
時
半
～
16
時
、
清

瀬
聖
母
教
会
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
＝
大
畑
喜

道
教
区
主
教
。
照
会
℡
０
４
２
４
（
９

３
）
７
４
７
２
・
会
場
教
会
。

　
▽
真
光
教
会
東
日
本
震
災
復
旧
支
援

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
　
５
月
１
日

（
日
）
14
時
、
同
教
会
。
演
奏
＝
北
島

千
夏
子
（
ピ
ア
ノ
）
と
声
楽
。
入
場
料

千
円
以
上
。
照
会
℡
０
９
０
（
２
７
３

８
）
５
３
９
０
・
松
田
。

　
《掲
載
記
事
転
用
の
場
合
は
事
前
連
絡
の
こ
と
》



２０１１年４月２４日（第１２０５号）

- 2 -

《
よ
う
こ
そ
、
東
京
教
区
へ
》

　
４
月
か
ら
当
教
区
で
勤
務
さ
れ
て
い
る

　
橋
本
司
祭
よ
り
「
ひ
と
こ
と
ご
挨
拶
」

　
を
寄
稿
い
た
だ
き
紙
上
に
ご
紹
介
を
。

＊
橋
本
克
也
司
祭
　 

復
活
の
信
仰

は
、
失
わ
れ
る
こ
と
が
絶
望
や
終
わ

り
で
は
な
く
、
新
た
な
希
望
へ
の
出

発
と
な
る
こ
と
を
証
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
４
月
か
ら
神
田
キ
リ
ス
ト
教

会
の
副
牧
師
に
赴
任
い
た
し
ま
し
た

司
祭
橋
本
克
也
で
す
。
戦
後
、
中
国

大
陸
か
ら
引
き
上
げ
て
き
て
、
横
浜

で
育
ち
ま
し
た
。
最
初
の
任
地
は
千

葉
県
の
鴨
川
聖
公
会
で
し
た
。
そ
の

後
、
横
浜
聖
ア
ン
デ
レ
、
小
田
原
、

静
岡
、
伊
豆
、
松
戸
と
、
41
年
間
横

浜
教
区
の
教
会
で
働
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
東
京
教
区

の
教
役
者
に
加
え
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
中
途
で
視
力

を
失
っ
た
盲
人
の
司
祭
を
受
け
入
れ

て
く
だ
さ
っ
た
東
京
教
区
と
神
田
キ

リ
ス
ト
教
会
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
神
に
愛
さ
れ
て
い
る
の
は
、
い
つ

で
も
「
今
」
の
私
で
す
。
ま
た
神
を

愛
す
る
人
で
あ
ろ
う
と
す
る
の
も
、

「
今
」
の
私
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

弱
く
、
無
力
で
、
粗
末
で
足
り
な
い

自
分
こ
そ
が
、
神
に
愛
さ
れ
、
神
を

愛
す
る
資
格
が
あ
る
こ
と
を
お
も
え

る
、
信
仰
を
生
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
私
達
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難

な
時
代
に
共
感
し
、
共
に
生
き
よ
う

と
す
る
群
れ
で
あ
り
、
私
も
真
実
に

神
の
愛
を
受
け
、
ま
た
伝
え
ら
れ
る

信
仰
者
、
聖
職
者
と
し
て
歩
み
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◇ 

東
日
本
大
震
災
・
教
区
支
援
本
部

「
補
給
部
」
　
16
日
、
聖
ア
ン
デ
レ

教
会
副
牧
師
館
へ
移
転
。
℡
０
９
０

(

１
２
６
４)

７
３
５
３
＝
変
更
な
し
。

信
仰
と
生
活
委
員
会
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
月
14
日
）

＊
宣
教
主
事
・
各
委
員
会
・
教
会
グ
ル

ー
プ
等
報
告
。

＊
冊
子
『
裸
足
の
宣
教
』
の
点
訳
版
を

作
成
し
た
。
内
容
の
チ
ェ
ッ
ク
と
校
正

を
す
る
必
要
が
あ
る
。

＊
『
こ
ど
も
聖
歌
集
』
作
成
の
た
め
保

育
園
と
幼
稚
園
に
お
願
い
し
た
ア
ン
ケ

ー
ト
に
は
熱
心
な
回
答
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。

＊
「
こ
ど
も
の
聖
歌
を
歌
う
会
」
チ
ラ

シ
を
確
定
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
案
を
協
議

し
た
。

＊
中
高
生
キ
ャ
ン
プ
は
震
災
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
キ
ャ
ン
プ
と
は
せ
ず
に
サ
マ
ー

キ
ャ
ン
プ
と
し
て
企
画
。
東
北
教
区
中

高
生
招
待
の
可
能
性
を
検
討
。
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【
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
】
82

　
東
日
本
大
震
災

　
東
京
教
区
支
援
対
策
本
部
よ
り

　
震
災
発
生
よ
り
１
ヶ
月
以
上
を
経

過
い
た
し
ま
し
た
が
、
継
続
す
る
か

な
り
大
き
な
余
震
の
中
で
、
被
災
地

の
皆
様
、
ま
た
そ
れ
を
支
え
よ
う
と

す
る
皆
様
の
物
心
両
面
で
の
痛
み
は

今
な
お
大
き
な
ま
ま
で
あ
り
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
本
部
も
何
と
か
支
援
活

動
を
開
始
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す

が
、
未
曾
有
の
被
害
の
中
で
、
明
確

な
支
援
の
方
向
性
を
な
か
な
か
見
い

出
せ
な
い
で
い
ま
す
。
や
っ
と
管
区

レ
ベ
ル
の
本
格
的
な
支
援
体
制
が
動

き
始
め
、
現
地
へ
の
チ
ー
ム
の
派
遣

等
が
動
き
始
め
ま
し
た
。
東
京
教
区

の
対
策
本
部
と
し
て
は
、
こ
の
管
区

レ
ベ
ル
の
動
き
に
出
来
る
だ
け
の
協

力
を
し
て
、
支
援
活
動
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
東
北
教

区
、
北
関
東
教
区
の
教
会
の
補
修
・

復
興
も
大
切
で
す
が
、
そ
れ
以
上
に

教
会
と
し
て
被
災
地
の
厳
し
い
状
況

の
中
で
何
が
出
来
る
の
か
が
問
わ
れ

て
い
ま
す
。
信
仰
に
基
づ
く
奉
仕
と

献
身
の
本
質
が
問
わ
れ
て
い
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。
全
聖
公
会
が
協
力
し

て
こ
の
こ
と
に
向
か
う
と
い
う
こ
と

が
、
主
教
会
、
管
区
の
思
う
と
こ
ろ

だ
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
ま
で
、
皆
様
の
ご
協
力
に
よ

り
献
げ
ら
れ
た
支
援
物
資
は
、
他
教

区
分
も
含
め
約
25
ト
ン
、
小
名
浜
、

仙
台
、
釜
石
、
福
島
県
新
地
地
区
、

南
三
陸
町
に
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
働
き
は
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て
下
さ
っ
た
多

く
の
方
々
の
ご
努
力
で
行
う
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝
い
た
し

ま
す
。
ま
た
、
地
震
の
被
災
者
で
も

あ
る
ア
ジ
ア
学
院
に
も
ご
協
力
い
た

だ
き
、
卵
、
肉
な
ど
を
送
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
に
つ
い
て
は

支
援
物
資
全
体
の
あ
り
方
を
管
区
と

も
相
談
し
な
が
ら
、
検
討
し
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
様
々
な
ご
協
力

に
あ
ら
た
め
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
今
後
は
、
東
京
教
区
か
ら
も
人
的

支
援
を
し
た
管
区
の
チ
ー
ム
に
よ

り
、
現
地
で
の
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

具
体
化
さ
れ
て
い
く
予
定
で
す
が
、

そ
の
中
で
の
人
的
、
経
済
的
な
様
々

な
ニ
ー
ズ
に
皆
様
の
ご
協
力
を
得
な

が
ら
、
東
京
教
区
と
し
て
積
極
的
に

応
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ぜ
ひ
皆
様
の
お
祈
り
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

  

　
　
　
教
区
支
援
対
策
本
部
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後 

藤
　
務

　
《掲
載
記
事
転
用
の
場
合
は
事
前
連
絡
の
こ
と
》


